
今
こ
そ
再
生
の
と
き
、

日
本
の
森
林
・
林
業

資
源
の
供
給
や
水
源
の
涵
養（
か
ん
よ
う
）、

土
砂
災
害
・
地
球
温
暖
化
防
止
な
ど
、

私
た
ち
の
生
活
に

さ
ま
ざ
ま
な
恵
み
を
も
た
ら
す
森
林
。

日
本
の
国
土
の
３
分
の
２
が

森
林
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

国
産
材
の
利
用
が
進
ま
な
い
こ
と
か
ら　

日
本
の
林
業
は
衰
退
し
て
い
ま
す
。

そ
の
結
果
、手
入
れ
さ
れ
ず
に

放
置
さ
れ
た
森
林
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、こ
の
よ
う
な
問
題
が
起
き
た
背
景
と

こ
れ
に
対
し
、国
や
企
業
が
取
り
組
ん
で
い
る

日
本
の
森
林
・
林
業
の

再
生
ス
ト
ー
リ
ー
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。　

環境・社会コミュニケーション誌
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お問い合わせ先

みんなで知恵を出しあい、山村を活性化させたいですね。
辞書を編纂する編集者や林業に携わる若者たちを主人公にした異色の小説が話題を呼び、
幅広い読者層の支持を得ている三浦しをんさんに、紙や林業のお話を伺いました。

三浦しをんさん（作家）の話の話紙

みうら・しをん

PROFILE

編
集
後
記

美杉村（現・津市）で林業関係者に取材をする三浦しをんさん。

1976年東京生まれ。
2006年に『まほろ駅前
多田便利軒』で直木賞、
2012年『舟を編む』で本
屋大賞を受賞。近著に『政
と源』、『まほろ駅前狂騒
曲』がある。2014年5月
10日から『神去なあなあ
日常』を原作とした映画
『WOOD JOB! (ウッジョ
ブ!)～神去なあなあ日常
～』が公開されている。

　私は物心ついた頃から紙が大好き
で、特に辞書の薄い紙が好きです。
字も読めないのに、両親が使ってい
た辞書をめくって大人ぶっていまし
た（笑）。なめらかでひやりとした感
触といい、めくったときの音といい、
とっても気持ちがいいなと思ってい
て、その頃からあった辞書への嗜好
が、『舟を編む』という小説を書くき
っかけになっています。ハトロン紙と
かも好きで、触ると「クシャッ」という
鋭角的な音がする紙が大好きなん
です。
　紙はたわむし、折ることもできます
よね。だから、本でも雑誌でも新聞で
も、寝ころがって読むのにすごく適し
ているんです。タブレットだと形がた
わまないので持ちにくく、私はちょっ
と読みづらい。紙のよさは、そういう
ふうに変形できるところもあるし、い

ざというときにはいろいろな使い道ができるというところだと思う
んです。たとえば新聞紙や雑誌は焚き付けにもなるし、寒いときは
掛けるとあたたかいから、かぶって寝ることもできると思うし、お尻
も拭けます。非常時にタブレットがあっても、電源が切れて充電
できなければどうしようもないけれど、紙は使い道がいろいろあ
りますよね。
　『舟を編む』の前に『神去なあなあ日常』という林業の現場に生
きる人たちの話を書いたんですけど、それは紙の原料にもなる木
というものに興味を持っていたためです。祖父が林業をやってい
たことも大きな理由です。私は東京育ちなんですが、父方の祖父
母が三重県の山奥に住んでいて、小さい頃は、毎年夏になると遊
びに行っていました。その村は美杉村（現・津市）といって、村の人
はだいたい山仕事に関係する仕事に就いていたので、林業ってど
ういう作業をする仕事なのかなと思っていました。それで、大人
になってから、祖母に近所の人たちを紹介してもらい、林業の話

を聞かせてもらいました。その話などを参考にして書いたんで
す。最初は林業について知りたくて取材しながら書いていたん
ですけど、林業に携わっている人たちから山への思いをうかが
っていくうちに、山の現状と未来についてもだんだん考えるよ
うになりました。
　たとえば川や海の状況をよくするためだったり、土砂崩れを
避けるためにも山の手入れがすごく大事だということがわかっ
てきて、なるほどそうだったのかと。私の父がその村で暮らし
ていた頃は、風呂は薪で焚いていて、屋根も檜の皮とかで葺い
ていたので、間伐材の皮とかも使われていたらしいんですね。
でも、今は家庭でのエネルギーとして薪を使うということがな
くなったから、どうしても間伐材の使い道は少なくなりましたよ
ね。せっかく切り出した間伐材を、資源として活用しないままな
のはもったいない。商売にならないから人手が不足して、どん
どん過疎化が進むわけですよね。山奥の限界集落は高齢化し
ている日本の縮図で、都市の問題と表裏一体だと思うんです。
そこで上手く産業を回して、コミュニティーを活気づけていく
ということは、今後を考えたら大事なことではないでしょうか。
日本製紙さんも国内の間伐材を使った紙を作られているとの
こと。目先の利便性や大儲けだけを考えるのではなく、みんな
で知恵を出しあって、いろんな方法で山村が活性化していくと
いいなと思いますね。

 三浦さんの小説を映画化した「WOOD 
JOB!（ウッジョブ！）～神去なあなあ日常～」
を観に行きました。頼りなさげな青年が林
業の仕事を通じてたくましく成長していく、
涙あり笑いありの「青春林業エンターテイ
メント」ストーリーでした。映像では随所で日
本の美しい森林の様子が描かれており、
日本の森林を守り、再生していくことの大
切さを感じました。この映画を見て林業に
関心を持つ若者が増えることを願っていま
す（藤田啓子）。

「丸沼高原 植樹2014」を開催
TO

P
IC

　日本製紙グループは、5月24日（土）に「丸沼高原　
植樹2014」を日光国立公園内に位置する丸沼高原（菅
沼社有林内）で開催しました。今回の植樹は、2013年
10月に「森林資源および水資源の保全・保護に関する
中長期の協働活動協定」を締結した日本コカ・コーラ
（株）との協同活動として開催し、当日は日本コカ・コーラ
（株）と日本製紙グループの社員とその家族、約100人
が参加、土地本来の5種の樹種を約1,000本植栽しまし
た。当日の天候は良好で、青空の下、丸沼高原の自然
を満喫しながらの植樹となりました。

日本製紙株式会社 CSR本部 CSR部  〒101-0062 東京都千代田区神田駿河台4-6（御茶ノ水ソラシティ）  TEL: 03-6665-1444
ホームページ: http://www.nipponpapergroup.com  お問い合わせ: http://www.nipponpapergroup.com/inquire/ 
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100森林資源量は増えているが
自給率は低下している

（万ha）

植林が積極的に
行われた時期

日
本
の
森
林
・
林
業
の
現
状
と
課
題

日
本
の
森
林
資
源
は
充
実
し
て
い
る
の
に
、

利
用
率
は
低
迷
し
、「
放
置
さ
れ
た
森
林
」が
増
加
し
て
い
ま
す
。

林
業
の
衰
退
に
よ
る
森
林
の
機
能
の
低
下

森
林
の
持
つ
多
面
的
機
能
が
低
下
し
、

社
会
問
題
を
引
き
起
こ
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
は
国
土
の
３
分
の
２
が
森
林
に

覆
わ
れ
た
世
界
有
数
の
森
林
国
で
あ
り
、

こ
の
う
ち
約
４
割
を
人
工
林
が
占
め
ま

す
。ま
た
、現
在
の
年
間
の
森
林
資
源
の

増
加
量（
約
１
億
㎥
）は
国
内
の
年
間
の

木
材
総
需
要
量（
約
７
千
万
㎥
）を
大
き

く
超
え
て
い
ま
す（※

）。

 

し
か
し
国
産
材
の
自
給
率
は
約
３
割

と
低
迷
し
て
い
ま
す
。主
因
に
は
、大

口
需
要
家
が
求
め
る
安
定
供
給
に
対
応

で
き
て
い
な
い
こ
と
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

現
在
の
木
材
価
格
で
は
採
算
が
合

わ
ず
、森
林
所
有
者
は
林
業
を
行
う
意

欲
を
失
っ
て
い
ま
す
。そ
の
結
果
、手
入

れ
の
さ
れ
て
い
な
い「
放
置
さ
れ
た
森

林
」が
増
加
し
、十
分
な
量
の
国
産
材

が
安
定
し
て
市
場
に
出
て
い
ま
せ
ん
。

※
出
典:
林
野
庁「
平
成
25
年
度
森
林
・
林
業
白
書
」

図1.年間植林面積の推移※1

図2.森林資源量※2と木材自給率※2の推移

図3.国産材の価格低迷※2と林業従事者の減少※2
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下

 

植
林
に
よ
り
将
来
の
森
林
資
源
を
確

保
す
る
一
方
で
、旺
盛
な
木
材
需
要
に

迅
速
に
対
応
す
る
た
め
、１
９
６
４
年

に
木
材
輸
入
は
全
面
自
由
化
と
な
り

ま
し
た
。

  

外
国
産
の
木
材
は
国
産
材
と
比
べ
て

大
量
か
つ
安
定
的
に
供
給
で
き
る
た

め
、需
要
が
高
ま
り
、国
産
材
の
自
給

率
は
相
対
的
に
低
下
し
て
い
き
ま
し
た
。

そ
の一
方
で
、植
林
に
よ
る
森
林
資
源
蓄

積
量
は
年
々
増
え
て
い
ま
す（
図
2
）。

3.
1
9
7
5
年
頃
以
降

    

国
産
材
の
価
格
低
迷
と

    

林
業
の
衰
退

　

１
９
７
５
年
頃
以
降
は
円
高
も
進

み
、木
材
輸
入
量
は
、ま
す
ま
す
増

え
て
い
き
ま
し
た
。１
９
８
０
年
頃
を

ピ
ー
ク
に
国
産
材
の
価
格
は
落
ち
続

け
、間
伐（
注
）を
中
心
と
し
た
保
育

作
業
や
伐
採
・
搬
出
に
か
か
る
費
用
も

回
収
で
き
ず
、林
業
は
衰
退
し
、林
業

従
事
者
は
減
っ
て
い
き
ま
し
た（
図
3
）。

 

そ
の
結
果
、植
林
が
盛
ん
な
時
期
に
植

え
ら
れ
た
人
工
林
が
収
穫
期
を
迎
え
て

い
る
の
に
、伐
採
さ
れ
ず「
放
置
さ
れ
た

森
林
」が
目
立
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、人
工
林
の
高
齢
化
が
進
み
、

活
力
の
あ
る
日
本
の
森
林
資
源
を
次
世

代
に
残
す
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す

（
図
4
）。

（
注
）間
伐
：
木
々
が
密
集
し
た
森
林
に
お
い

て
、木
を
間
引
く（
伐
採
す
る
）こ
と
。

2012（年）

森林資源量（億㎥）

木材自給率（％）

林業従事者の推移（人）

スギの立木価格（円/㎥）

図4.人工林の齢級構成※2
育成段階人工林（万ha） 

高齢級人工林（万ha） 
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森
林
の
役
割
は
木
材
な
ど
の
資
源
の
供

給
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。水
源
の
涵
養

や
土
砂
災
害
防
止
な
ど
生
活
を
営
む
上
で

重
要
な
役
割
も
果
た
し
て
い
ま
す
。最
近

で
は
、地
球
温
暖
化
の
主
因
と
さ
れ
る
二

酸
化
炭
素
を
吸
収
固
定
す
る
働
き
や
、多

種
多
様
な
動
植
物
の
生
息・生
育
の
場
と

し
て
生
物
多
様
性
を
保
全
す
る
機
能

への
期
待
も
高
ま
っ
て
い
ま
す（
図
5
：
森

林
の
持
つ
多
面
的
機
能
）。

　

間
伐
な
ど
の
手
入
れ
が
遅
れ
た
人
工

林
は
林
内
が
暗
く
な
り
、下
草
や
低
木
が

育
た
ず
地
表
が
裸
地
化
し
、土
壌
が
流

出
す
る
危
険
性
が
高
ま
り
ま
す
。ま
た
、

森
林
が
密
集
し
、木
の
幹
が
細
長
く
な
る

の
で
風
雪
害
や
病
虫
害
を
受
け
や
す
く

な
る
ば
か
り
で
は
な
く
、土
砂
災
害
の
防

止・水
源
涵
養
の
働
き
が
弱
く
な
り
ま
す
。
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齢級（森林の林齢を５年刻みで区分した単位）

人工林の齢級構成（現在）

人工林が高齢化

次世代用の森林資材が
育成されていない

日
本
の
森
林
・
林
業
の
歩
み

日
本
の
森
林・林
業
の
課
題
は
、

戦
後
か
ら
現
在
に
至
る
歩
み
が

深
く
関
係
し
て
い
ま
す
。

林
業
再
生
に
向
け
た
取
り
組
み

日
本
の
森
林・林
業
の
再
生・活
性
化
に
向
け
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
、い
ま
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

※出典 : 1 林野庁「平成24年度森林・林業白書」   2 林野庁「平成25年度森林・林業白書」

図5 .  森林の持つ多面的機能

●
国
を
挙
げ
て
の
取
り
組
み
：

　
森
林・林
業
再
生
プ
ラ
ン

　

政
府
は
２
０
０
９
年
に
日
本
の
森
林・

林
業
の
再
生
の
指
針
と
な
る「
森
林・林

業
再
生
プ
ラ
ン
」を
公
表
し
ま
し
た
。

　

日
本
の
林
業
を
再
生
し
、需
要
家
が

求
め
る
安
定
供
給
を
実
現
す
る
た
め

に
は
、コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
に
よ
る
採
算
性
の

向
上
と
林
業
経
営
を
担
う
人
材
育
成

が
必
要
で
す
。現
在
、こ
の
プ
ラ
ン
の
実

現
に
向
け
、さ
ま
ざ
ま
な
具
体
的
な
取

り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

【
森
林
・
林
業
再
生
プ
ラ
ン
の
主
な
取

り
組
み
】

①
道
の
整
備
と
作
業
機
械
の
活
用

　

森
林
施
業
を
効
率
的
に
行
う
た
め

に
は
、森
林
内
の
道
の
確
保
が
重
要
で

す
。道
を
整
備
し
て
い
く
こ
と
で
、さ
ま

ざ
ま
な
林
業
用
作
業
機
械
の
利
用
が

可
能
と
な
り
、林
業
の
生
産
性
を
向

上
さ
せ
ま
す
。

②
施
業
の
集
約
化

 

日
本
の
零
細
な
森
林
の
所
有
規
模
で

は
、効
率
的
な
施
業
を
行
う
の
は
困
難

で
す
。こ
の
た
め
、隣
接
す
る
複
数
の

所
有
者
の
森
林
を
取
り
ま
と
め
て
、

森
林
施
業
を
一
括
し
て
実
施
す
る「
施

業
の
集
約
化
」を
進
め
ま
す
。

③
人
材
育
成

　

林
業
の
生
産
性
を
向
上
さ
せ
る
た

め
に
、よ
り
高
度
な
知
識
・
技
術
・
技

能
を
持
っ
た
林
業
従
事
者
と
、そ
の

人
た
ち
を
取
り
ま
と
め
、取
り
組
み

を
推
進
さ
せ
て
い
く
管
理
責
任
者
の

育
成
を
進
め
ま
す
。

●
日
本
製
紙
グ
ル
ー
プ
の
取
り
組
み：

  

社
有
林
に
お
け
る

　

2
つ
の
価
値
の
追
求

　

日
本
製
紙
は
国
内
に
総
面
積
約
９

万
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
社
有
林
を
保
有
し
、

民
間
で
は
全
国
最
大
規
模
の
森
林
所

有
会
社
で
す
。

　

社
有
林
経
営
に
お
い
て
は
、１
９
９
２

年
の
国
連
環
境
開
発
会
議（
リ
オ・サ
ミ

ッ
ト
）で
提
唱
さ
れ
た「
持
続
可
能
な
森

林
経
営
」の
考
え
方
を
取
り
入
れ
、基

本
理
念
に「
企
業
経
営
と
し
て
の
会
社

貢
献（
経
済
的
価
値
の
追
求
）」と「
環

境
保
全
機
能
の
発
揮
を
通
じ
て
の
社
会

貢
献（
環
境・社
会
的
価
値
の
追
求
）」の

２
項
目
を
定
め
て
い
ま
す
。

【
経
済
的
価
値
の
追
求
】

　

日
本
製
紙
の
社
有
林
材
は
、グ
ル

ー
プ
内
の
日
本
製
紙
木
材
が
販
売
し
て

い
ま
す
。日
本
製
紙
木
材
は
、製
材
用

の
良
材
か
ら
日
本
製
紙
の
原
燃
料
と
な

る
製
紙
用
チ
ッ
プ
原
料
や
木
質
燃
料
な

ど
の
低
質
材
ま
で
幅
広
い
木
材
を
取
り

扱
え
る
強
み
を
持
っ
て
い
ま
す
。こ
の
強

み
を
活
か
し
て
社
有
林
か
ら
産
出
さ
れ

た
木
材
に
つ
い
て
も
無
駄
な
く
使
い
切

る
こ
と（
カ
ス
ケ
ー
ド
利
用
）が
で
き
、

有
利
販
売
を
実
現
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、熊
本
県
八
代
地
区
の
社
有

林
に
関
連
し
、日
本
製
紙
は
２
０
１

４
年
３
月
に
県
、八
代
市
、八
代
森
林

組
合
と
中
・
小
規
模
の
民
間
林
を
取

り
ま
と
め
、森
林
の
間
伐
や
伐
採
、作

業
道
路
整
備
な
ど
に
連
携
し
て
取
り

組
む
協
定
を
結
び
ま
し
た
。こ
れ
に

よ
り
作
業
の
効
率
化
や
コ
ス
ト
削
減

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

【
環
境・社
会
的
価
値
の
追
求
】

　

日
本
製
紙
の「
環
境
保
全
機
能
の

発
揮
を
通
じ
た
社
会
貢
献
」の
代
表

的
な
取
り
組
み
例
は
次
の
通
り
で
す
。

①
森
林
認
証
の
取
得

　
「
持
続
可
能
な
森
林
経
営
」を
第
三

者
に
よ
り
審
査
・
認
証
す
る
Ｓ
Ｇ
Ｅ
Ｃ

森
林
認
証
を
日
本
国
内
の
全
て
の
社

有
林
で
取
得
し
て
い
ま
す
。

②
環
境
林
分
の
設
置

  

国
内
社
有
林
の
20
％
を「
環
境
林
分
」

と
定
め
、木
材
生
産
目
的
の
伐
採
を
行

わ
ず
、生
態
系
保
全
や
水
源
涵
養
な
ど
、

森
林
の
持
つ
多
面
的
機
能
の
保
全
に
努

め
て
い
ま
す
。

③
生
物
多
様
性
の
保
全

 

（
公
財
）日
本
野
鳥
の
会
と
協
働
で
シ
マ

フ
ク
ロ
ウ
の
保
護
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

④
環
境
教
育
の
実
施

 

一
般
の
方
た
ち
を
対
象
に
、社
有
林
を

活
用
し
た
、環
境
教
育
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

O2O2

CO2CO2

水源涵養 生命を育む

土砂災害を防止

温暖化の防止資源の供給

レクリエーション

森と紙のなかよし学校（群馬県菅沼社有林） シマフクロウの保護区調査

1.
戦
後
〜
1
9
5
0
年
代

　

森
林
の
荒
廃
と
復
旧

　

戦
中
の
必
要
物
資
や
戦
後
の
復
興

資
材
を
確
保
す
る
た
め
に
大
規
模
な

森
林
伐
採
が
行
わ
れ
、森
林
は
著
し
く

荒
廃
し
ま
し
た
。そ
の
跡
地
を
緑
化
す

る
た
め
に
１
９
５
０
年
頃
か
ら
植
林
が

進
め
ら
れ
ま
し
た（
図
１
）。

　

１
９
５
５
年
頃
か
ら
は
、石
油
・ガ
ス

へ
の
燃
料
転
換
に
よ
り
薪
炭（
し
ん
た

ん
）の
需
要
が
低
下
す
る
一
方
、高
度
経

済
成
長
の
下
で
建
築
用
材
な
ど
の
需

要
が
急
増
し
ま
し
た
。そ
の
た
め
、薪

炭
林
な
ど
の
天
然
林
が
積
極
的
に
針

葉
樹
の
人
工
林
へ
と
植
え
替
え
ら
れ

ま
し
た
。
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